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■ S1－D 002

  第 ２ 種          電 力 

 

 

答案用紙記入上の注意事項等 

 

１．マークシート（答案用紙）は機械で読み取りますので，濃度ＨＢの鉛筆又はＨ

Ｂの芯を用いたシャープペンシルで濃く塗りつぶしてください。 

色鉛筆やボールペンでは機械で読み取ることができません。 

 なお，訂正は「プラスチック消しゴム」できれいに消し，消しくずを残さ

ないでください。 

２．マークシートには，カナ氏名，受験番号，試験地が印字されています。受験票

と照合の上，氏名，生年月日を記入してください。 

マークシートに印字してある
・カナ氏名
・受験番号
・試験地
を受験票と照合の上，記入してください。

受 験 番 号

印 字 あ り

氏　名

カナ氏名
(字数制限の省略あり)

生年月日

試験地

印字あり

印字あり

        

 

 

３．マークシートの余白及び裏面には，何も記入しないでください。 

４．マークシートは，折り曲げたり汚したりしないでください。 

５．解答は，マークシートの問番号に対応した解答欄にマークしてください。 

  例えば，問１の  (1)  と表示のある問に対して(ｲ)と解答する場合は，下の

例のように問１の(1)の ｲ をマークします。 

  なお，マークは各小問につき一つだけです。二つ以上マークした場合には，採

点されません。 
 
  
（マークシートへの解答記入例）

 

問

(1) (2) (3)(1) (2) (3) (4) (5)
問　　1

ｲ ｲ ｲ ｲ ｲ

ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ ﾊ ﾊ ﾊ

ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ

ﾎ ﾎ ﾎ ﾎ ﾎ

ﾍ ﾍ ﾍ ﾍ ﾍ

ﾄ ﾄ ﾄ ﾄ ﾄ

ﾁ ﾁ ﾁ

ｲ ｲ ｲ

ﾛ ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ

ﾆ ﾆ

ﾎ ﾎ ﾎ

ﾍ ﾍ ﾍ

ﾄ ﾄ ﾄ

ﾁ

正解と思われるものの記号の枠内を，
マークシートに印刷されているマーク
記入例に従い，濃く塗りつぶす方法で
示してください。

 
 

６．問題文で単位を付す場合は，次のとおり表記します。 

① 数字と組み合わせる場合 

（例： 350 W     f =50 Hz       670 kV･A） 

② 数字以外と組み合わせる場合 

（例： I[A]   抵抗 R[ ]   面積は S[m2
]） 

 

（この問題は持ち帰ってください。また，白紙部分はメモ用紙とし 

て使用できます。） 

 

     次ページ以降は試験問題になっていますので，試験開始の 

   合図があるまで，開いてはいけません。 

      試験問題に関する質問にはお答えできません。 
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■ S1－D 003

  第 ２ 種          電 力 

 

 

答案用紙記入上の注意事項等 

 

１．マークシート（答案用紙）は機械で読み取りますので，濃度ＨＢの鉛筆又はＨ

Ｂの芯を用いたシャープペンシルで濃く塗りつぶしてください。 

色鉛筆やボールペンでは機械で読み取ることができません。 

 なお，訂正は「プラスチック消しゴム」できれいに消し，消しくずを残さ

ないでください。 

２．マークシートには，カナ氏名，受験番号，試験地が印字されています。受験票

と照合の上，氏名，生年月日を記入してください。 

マークシートに印字してある
・カナ氏名
・受験番号
・試験地
を受験票と照合の上，記入してください。

受 験 番 号

印 字 あ り

氏　名

カナ氏名
(字数制限の省略あり)

生年月日

試験地

印字あり

印字あり

        

 

 

３．マークシートの余白及び裏面には，何も記入しないでください。 

４．マークシートは，折り曲げたり汚したりしないでください。 

５．解答は，マークシートの問番号に対応した解答欄にマークしてください。 

  例えば，問１の  (1)  と表示のある問に対して(ｲ)と解答する場合は，下の

例のように問１の(1)の ｲ をマークします。 

  なお，マークは各小問につき一つだけです。二つ以上マークした場合には，採

点されません。 
 
  
（マークシートへの解答記入例）

 

問

(1) (2) (3)(1) (2) (3) (4) (5)
問　　1

ｲ ｲ ｲ ｲ ｲ

ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ ﾊ ﾊ ﾊ

ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ

ﾎ ﾎ ﾎ ﾎ ﾎ

ﾍ ﾍ ﾍ ﾍ ﾍ

ﾄ ﾄ ﾄ ﾄ ﾄ

ﾁ ﾁ ﾁ

ｲ ｲ ｲ

ﾛ ﾛ ﾛ

ﾊ ﾊ

ﾆ ﾆ

ﾎ ﾎ ﾎ

ﾍ ﾍ ﾍ

ﾄ ﾄ ﾄ

ﾁ

正解と思われるものの記号の枠内を，
マークシートに印刷されているマーク
記入例に従い，濃く塗りつぶす方法で
示してください。

 
 

６．問題文で単位を付す場合は，次のとおり表記します。 

① 数字と組み合わせる場合 

（例： 350 W     f =50 Hz       670 kV･A） 

② 数字以外と組み合わせる場合 

（例： I[A]   抵抗 R[ ]   面積は S[m2
]） 

 

（この問題は持ち帰ってください。また，白紙部分はメモ用紙とし 

て使用できます。） 

 

     次ページ以降は試験問題になっていますので，試験開始の 

   合図があるまで，開いてはいけません。 

      試験問題に関する質問にはお答えできません。 
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■ S1－D 004

第 ２ 種 電 力    

ＡＡ問題(配点は 1 問題当たり小問各 3 点，計 15 点) 

問１ 次の文章は，石炭火力発電所に関する記述である。文中の    (0)    に当てはま

る最も適切なものを解答群の中から選べ。 

石炭は性状の幅が広く，その分類の一つに炭化の度合いがあるが，最も炭化が

進んだものは    (1)    と呼ばれる。 

石炭を燃焼させる方法としては，火格子(ストーカ)により塊状のまま燃焼させる

方法や，微粉炭機により微粉状にして燃焼させる方法などがある。微粉炭燃焼はス

トーカ燃焼に比べて，必要な過剰空気は    (2)    。 

排煙脱硫装置には様々な方式があるが，国内では    (3)    を吸収材とする方式が

一般的に用いられている。 

排煙脱硝法には湿式法と乾式法があり，国内で広く採用されている乾式法は，適

当な    (4)    と触媒を用いて，窒素酸化物を無害な窒素や水蒸気などに変える方法

である。 

石炭ガス化複合発電では，ガス火炉で石炭から生成した    (5)    や水素を発電に

用いる。 

〔問１の解答群〕 

(ｲ) 石灰石 (ﾛ) 亜れき青炭 (ﾊ) 中和剤

(ﾆ) 還元剤 (ﾎ) 塩酸 (ﾍ) 多くなる

(ﾄ) 無煙炭 (ﾁ) 二酸化炭素 (ﾘ) 一酸化炭素

(ﾇ) 酸化剤 (ﾙ) 少なくなる (ｦ) LNG 

(ﾜ) 変わらない (ｶ) 褐炭 (ﾖ) イオン交換樹脂

- 1 -

 

問２ 次の文章は，変電機器の内部異常を発見するのに有効な外部診断手法の一つで

ある部分放電測定に関する記述である。文中の    (0)    に当てはまる最も適切なも

のを解答群の中から選べ。 

絶縁異常を確実に探知する手法として，    (1)    に流れる放電電流を    (2)    に

より検出して部分放電の有無を判定する手法や，部分放電時の弾性波(圧力波)によ

り    (3)    に生じる    (4)    を検出するセンサを取り付けたり，超音波マイクに

よって放電音を検出したりする方法，及びそれらの手法を併用することで，より高

精度に部分放電と判定するなどの手法がある。 

位置標定も目的とする場合は，これらの手法のセンサを複数セットし，検出した

複数の信号の    (5)    とセンサの位置との関係により放電箇所を特定する方法が

ある。 

 

〔問２の解答群〕 

(ｲ) 抵抗値変化 (ﾛ) 導体シールド (ﾊ) ブースター 

(ﾆ) 減衰率 (ﾎ) 強度 (ﾍ) 絶縁スペーサ 

(ﾄ) 高周波 CT (ﾁ) 母線 (ﾘ) 音響信号 

(ﾇ) 高調波フィルタ (ﾙ) 温度変化 (ｦ) 接地線 

(ﾜ) タンク表面 (ｶ) 主回路 (ﾖ) 時間差 

  

- 2 -
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■ S1－D 005

第 ２ 種 電 力    

ＡＡ問題(配点は 1 問題当たり小問各 3 点，計 15 点) 

問１ 次の文章は，石炭火力発電所に関する記述である。文中の    (0)    に当てはま

る最も適切なものを解答群の中から選べ。 

石炭は性状の幅が広く，その分類の一つに炭化の度合いがあるが，最も炭化が

進んだものは    (1)    と呼ばれる。 

石炭を燃焼させる方法としては，火格子(ストーカ)により塊状のまま燃焼させる

方法や，微粉炭機により微粉状にして燃焼させる方法などがある。微粉炭燃焼はス

トーカ燃焼に比べて，必要な過剰空気は    (2)    。 

排煙脱硫装置には様々な方式があるが，国内では    (3)    を吸収材とする方式が

一般的に用いられている。 

排煙脱硝法には湿式法と乾式法があり，国内で広く採用されている乾式法は，適

当な    (4)    と触媒を用いて，窒素酸化物を無害な窒素や水蒸気などに変える方法

である。 

石炭ガス化複合発電では，ガス火炉で石炭から生成した    (5)    や水素を発電に

用いる。 

〔問１の解答群〕 

(ｲ) 石灰石 (ﾛ) 亜れき青炭 (ﾊ) 中和剤

(ﾆ) 還元剤 (ﾎ) 塩酸 (ﾍ) 多くなる

(ﾄ) 無煙炭 (ﾁ) 二酸化炭素 (ﾘ) 一酸化炭素

(ﾇ) 酸化剤 (ﾙ) 少なくなる (ｦ) LNG 

(ﾜ) 変わらない (ｶ) 褐炭 (ﾖ) イオン交換樹脂

- 1 -

 

問２ 次の文章は，変電機器の内部異常を発見するのに有効な外部診断手法の一つで

ある部分放電測定に関する記述である。文中の    (0)    に当てはまる最も適切なも

のを解答群の中から選べ。 

絶縁異常を確実に探知する手法として，    (1)    に流れる放電電流を    (2)    に

より検出して部分放電の有無を判定する手法や，部分放電時の弾性波(圧力波)によ

り    (3)    に生じる    (4)    を検出するセンサを取り付けたり，超音波マイクに

よって放電音を検出したりする方法，及びそれらの手法を併用することで，より高

精度に部分放電と判定するなどの手法がある。 

位置標定も目的とする場合は，これらの手法のセンサを複数セットし，検出した

複数の信号の    (5)    とセンサの位置との関係により放電箇所を特定する方法が

ある。 

 

〔問２の解答群〕 

(ｲ) 抵抗値変化 (ﾛ) 導体シールド (ﾊ) ブースター 

(ﾆ) 減衰率 (ﾎ) 強度 (ﾍ) 絶縁スペーサ 

(ﾄ) 高周波 CT (ﾁ) 母線 (ﾘ) 音響信号 

(ﾇ) 高調波フィルタ (ﾙ) 温度変化 (ｦ) 接地線 

(ﾜ) タンク表面 (ｶ) 主回路 (ﾖ) 時間差 

  

- 2 -
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■ S1－D 006
 

問３ 次の文章は，ペルトン水車，カプラン水車，フランシス水車の効率に関する記

述である。文中の    (0)    に当てはまる最も適切なものを解答群の中から選べ。 

水車の設計にあたっては，その発電所における年間の河川流量を踏まえて，一般

的に    (1)    を最大とすることを目的として，ある出力で水車の最高効率が得られ

るように設計され，出力によって効率は変化する。 

ペルトン水車では，出力に応じて    (2)    の使用数を変化させることによって，

出力による効率の変化が小さくなるようにしている。同様に，カプラン水車では

    (3)    の角度を変えることによって，幅広い出力範囲で高い効率が得られるよう

にしている。 

一方，フランシス水車では，軽負荷では流量の減少によるランナ内の水流の乱れ

により，定格負荷と比べて著しく低効率になる。また，フランシス水車では，

    (4)    場合には，ランナが扁平
へんぺい

になることから，クラウン部の    (5)    が増加す

るなどにより水車効率が低下する傾向にある。 

 

〔問３の解答群〕 

(ｲ) ガイド軸受力 (ﾛ) 円板摩擦損失 (ﾊ) 定格出力 

(ﾆ) ケーシング (ﾎ) ランナベーン (ﾍ) 漏水損失 

(ﾄ) 同期速度が高い (ﾁ) 年間発電電力量 (ﾘ) 比速度が小さい 

(ﾇ) デフレクタ (ﾙ) 比速度が大きい (ｦ) バケット 

(ﾜ) 定格回転速度 (ｶ) ステーベーン (ﾖ) ノズル 

 

- 3 -

 

問４ 次の文章は，CV ケーブルに関する記述である。文中の    (0)    に当てはまる

最も適切なものを解答群の中から選べ。 

CV ケーブルは，導体に銅又はアルミニウム，絶縁体に    (1)    を用いており，

軽量でケーブル布設が容易である上，保守・点検の省力化を図ることができる。 

一方で，絶縁体に空げき(ボイド)などの部分的欠陥がある状態で高電圧を印加す

ると，欠陥部で    (2)    が発生して絶縁破壊の原因となることから，CV ケーブル

の絶縁劣化を検出するための様々な試験方法が確立されている。 

CV ケーブルの許容電流は，絶縁体の性能を長期にわたり損なわない導体の最高

許容温度によって定められており，連続して流してよい常時許容電流では

    (3)    ℃程度である。なお，ケーブルの温度は，ケーブルの発熱と周囲への熱放

散で定まる。 

CV ケーブルの充電電流が大きくなると，送電容量の確保が難しくなる。充電電

流は，単位長あたりのケーブル静電容量，    (4)    及び線路長に比例して大きくな

る。また，ケーブルの導体サイズが同じであれば，単位長あたりのケーブル静電容

量は，絶縁体の誘電率が大きいほど，    (5)    ほど，大きくなる。 

 

〔問４の解答群〕 

(ｲ) コロナ放電 (ﾛ) 雷サージ電圧 (ﾊ) ポリプロピレン 

(ﾆ) グロー放電 (ﾎ) シースの厚さが薄い (ﾍ) アーク放電 

(ﾄ) 90 (ﾁ) 60 (ﾘ) 架橋ポリエチレン 

(ﾇ) 埋設の深さが深い (ﾙ) 開閉サージ電圧 (ｦ) 送電電圧 

(ﾜ) 120 (ｶ) 絶縁体の厚さが薄い (ﾖ) クロロプレン 

 

 

- 4 -
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■ S1－D 007
 

問３ 次の文章は，ペルトン水車，カプラン水車，フランシス水車の効率に関する記

述である。文中の    (0)    に当てはまる最も適切なものを解答群の中から選べ。 

水車の設計にあたっては，その発電所における年間の河川流量を踏まえて，一般

的に    (1)    を最大とすることを目的として，ある出力で水車の最高効率が得られ

るように設計され，出力によって効率は変化する。 

ペルトン水車では，出力に応じて    (2)    の使用数を変化させることによって，

出力による効率の変化が小さくなるようにしている。同様に，カプラン水車では

    (3)    の角度を変えることによって，幅広い出力範囲で高い効率が得られるよう

にしている。 

一方，フランシス水車では，軽負荷では流量の減少によるランナ内の水流の乱れ

により，定格負荷と比べて著しく低効率になる。また，フランシス水車では，

    (4)    場合には，ランナが扁平
へんぺい

になることから，クラウン部の    (5)    が増加す

るなどにより水車効率が低下する傾向にある。 

 

〔問３の解答群〕 

(ｲ) ガイド軸受力 (ﾛ) 円板摩擦損失 (ﾊ) 定格出力 

(ﾆ) ケーシング (ﾎ) ランナベーン (ﾍ) 漏水損失 

(ﾄ) 同期速度が高い (ﾁ) 年間発電電力量 (ﾘ) 比速度が小さい 

(ﾇ) デフレクタ (ﾙ) 比速度が大きい (ｦ) バケット 

(ﾜ) 定格回転速度 (ｶ) ステーベーン (ﾖ) ノズル 

 

- 3 -

 

問４ 次の文章は，CV ケーブルに関する記述である。文中の    (0)    に当てはまる

最も適切なものを解答群の中から選べ。 

CV ケーブルは，導体に銅又はアルミニウム，絶縁体に    (1)    を用いており，

軽量でケーブル布設が容易である上，保守・点検の省力化を図ることができる。 

一方で，絶縁体に空げき(ボイド)などの部分的欠陥がある状態で高電圧を印加す

ると，欠陥部で    (2)    が発生して絶縁破壊の原因となることから，CV ケーブル

の絶縁劣化を検出するための様々な試験方法が確立されている。 

CV ケーブルの許容電流は，絶縁体の性能を長期にわたり損なわない導体の最高

許容温度によって定められており，連続して流してよい常時許容電流では

    (3)    ℃程度である。なお，ケーブルの温度は，ケーブルの発熱と周囲への熱放

散で定まる。 

CV ケーブルの充電電流が大きくなると，送電容量の確保が難しくなる。充電電

流は，単位長あたりのケーブル静電容量，    (4)    及び線路長に比例して大きくな

る。また，ケーブルの導体サイズが同じであれば，単位長あたりのケーブル静電容

量は，絶縁体の誘電率が大きいほど，    (5)    ほど，大きくなる。 

 

〔問４の解答群〕 

(ｲ) コロナ放電 (ﾛ) 雷サージ電圧 (ﾊ) ポリプロピレン 

(ﾆ) グロー放電 (ﾎ) シースの厚さが薄い (ﾍ) アーク放電 

(ﾄ) 90 (ﾁ) 60 (ﾘ) 架橋ポリエチレン 

(ﾇ) 埋設の深さが深い (ﾙ) 開閉サージ電圧 (ｦ) 送電電圧 

(ﾜ) 120 (ｶ) 絶縁体の厚さが薄い (ﾖ) クロロプレン 
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■ S1－D 008

ＢＢ問題(配点は 1 問題当たり小問各 2 点，計 10 点) 

問５ 次の文章は，送電端と受電端における電圧の関係に関する記述である。文中の

 (0)    に当てはまる最も適切なものを解答群の中から選べ。 

負荷の力率は，一般的には遅れ力率であるから，大きな負荷がかかっていると

きは，電流は電圧より位相が遅れている。一方，送電線のこう長が長く，負荷が非

常に小さい場合，特に無負荷の場合には線路の    (1)    の影響が大きく，電流は進

み電流，受電端電圧は送電端電圧    (2)    なる。この現象を    (3)    といい，送電

線の単位長当たりの静電容量が大きいほど，また送電線のこう長が長いほどこの現

象が著しくなる。これをベクトル図で表すと図    (4)  となる。 

 (3)    の防止対策としては，一般的に受電端で    (5)  を投入することがあ

げられる。 

図１ 送電線の等価回路 

図 A 図 B 図 C 

〔問５の解答群〕 

(ｲ) 有効電流 (ﾛ) 分路リアクトル (ﾊ) A

(ﾆ) 自己励磁現象 (ﾎ) と同じ大きさに (ﾍ) C

(ﾄ) 直列リアクトル (ﾁ) 抵抗損失 (ﾘ) 充電電流

(ﾇ) フェランチ効果 (ﾙ) よりも低く (ｦ) 接地抵抗 

(ﾜ) 外部過電圧 (ｶ) よりも高く (ﾖ) B
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問６ 次の文章は，風力発電の基礎と系統連系方式に関する記述である。文中の

    (0)    に当てはまる最も適切なものを解答群の中から選べ。 

風速を V[m/s]，風車の受風面積を A[m2]，空気密度を [kg/m3]，出力係数を pC

とすると，風車出力は    (1)    [W]と表される。ここで，出力係数は主として

    (2)    とピッチ角に依存して定まる。中大型風車は，無風状態から風速が上昇し

ておおよそ 2～5 m/s に達すると発電を開始し，    (3)    で定格出力に到達する。

さらに風速が増加する場合には，ピッチ角制御により定格出力を維持する。 

誘導発電機を直接系統に接続する連系方式の場合は，始動時に    (4)    の発生が

問題となる。しかし，同期発電機を用いた    (5)    による連系の場合は，    (4)    

の発生は問題とはならない。 

 

〔問６の解答群〕 

(ｲ) 11～16 m/s (ﾛ) AC リンク (ﾊ) DFIG 

(ﾆ) 6～8 m/s (ﾎ) 短絡比 (ﾍ) 周速比 

(ﾄ) DC リンク (ﾁ) 7～11 m/s (ﾘ) 高調波 

(ﾇ) 2 2
p

1
2
C A V  (ﾙ) 2

p
1
2
C A V  (ｦ) 周波数変動 

(ﾜ) 端子電圧 (ｶ) 突入電流 (ﾖ) 3
p

1
2
C A V  
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■ S1－D 009

ＢＢ問題(配点は 1 問題当たり小問各 2 点，計 10 点) 

問５ 次の文章は，送電端と受電端における電圧の関係に関する記述である。文中の

 (0)    に当てはまる最も適切なものを解答群の中から選べ。 

負荷の力率は，一般的には遅れ力率であるから，大きな負荷がかかっていると

きは，電流は電圧より位相が遅れている。一方，送電線のこう長が長く，負荷が非

常に小さい場合，特に無負荷の場合には線路の    (1)    の影響が大きく，電流は進

み電流，受電端電圧は送電端電圧    (2)    なる。この現象を    (3)    といい，送電

線の単位長当たりの静電容量が大きいほど，また送電線のこう長が長いほどこの現

象が著しくなる。これをベクトル図で表すと図    (4)  となる。 

 (3)    の防止対策としては，一般的に受電端で    (5)  を投入することがあ

げられる。 

図１ 送電線の等価回路 

図 A 図 B 図 C 

〔問５の解答群〕 

(ｲ) 有効電流 (ﾛ) 分路リアクトル (ﾊ) A

(ﾆ) 自己励磁現象 (ﾎ) と同じ大きさに (ﾍ) C

(ﾄ) 直列リアクトル (ﾁ) 抵抗損失 (ﾘ) 充電電流

(ﾇ) フェランチ効果 (ﾙ) よりも低く (ｦ) 接地抵抗 

(ﾜ) 外部過電圧 (ｶ) よりも高く (ﾖ) B

O
SE

jIXIR

RE

I

I

SE

RE
IR

j IX

O

O

I

SE

jIX
IR

RE

I
線路電流

SE RE送電端電圧 受電端電圧

jXR

- 5 -

 

問６ 次の文章は，風力発電の基礎と系統連系方式に関する記述である。文中の

    (0)    に当てはまる最も適切なものを解答群の中から選べ。 

風速を V[m/s]，風車の受風面積を A[m2]，空気密度を [kg/m3]，出力係数を pC

とすると，風車出力は    (1)    [W]と表される。ここで，出力係数は主として

    (2)    とピッチ角に依存して定まる。中大型風車は，無風状態から風速が上昇し

ておおよそ 2～5 m/s に達すると発電を開始し，    (3)    で定格出力に到達する。

さらに風速が増加する場合には，ピッチ角制御により定格出力を維持する。 

誘導発電機を直接系統に接続する連系方式の場合は，始動時に    (4)    の発生が

問題となる。しかし，同期発電機を用いた    (5)    による連系の場合は，    (4)    

の発生は問題とはならない。 

 

〔問６の解答群〕 

(ｲ) 11～16 m/s (ﾛ) AC リンク (ﾊ) DFIG 

(ﾆ) 6～8 m/s (ﾎ) 短絡比 (ﾍ) 周速比 

(ﾄ) DC リンク (ﾁ) 7～11 m/s (ﾘ) 高調波 

(ﾇ) 2 2
p

1
2
C A V  (ﾙ) 2

p
1
2
C A V  (ｦ) 周波数変動 

(ﾜ) 端子電圧 (ｶ) 突入電流 (ﾖ) 3
p

1
2
C A V  
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■ S1－D 010
 

問７ 次の文章は，配電設備の雷被害様相に関する記述である。文中の    (0)    に当

てはまる最も適切なものを解答群の中から選べ。 

雷を季節により分類すると，夏季雷と冬季雷に分類される。夏季雷は    (1)    が

大きく，    (2)    時間が比較的短い特徴があるため，夏季雷による配電系統の被害

は，設備の    (3)    によるものが多い。一方，冬季雷は，    (1)    は比較的小さい

が，    (2)    時間が長く，    (4)    特徴があるため，雷対策として設置される避雷

器の    (5)    を超過し，避雷器の焼損被害を引き起こすことがある。 

 

〔問７の解答群〕 

(ｲ) エネルギーが大きい (ﾛ) 零相電圧 (ﾊ) 短絡電流が大きい 

(ﾆ) 漏れ電流 (ﾎ) 雷電流継続 (ﾍ) 偶発故障 

(ﾄ) 動作回数 (ﾁ) 断線 (ﾘ) 雷過電圧継続 

(ﾇ) 雷過電圧 (ﾙ) 地絡電流が大きい (ｦ) 放電耐量 

(ﾜ) 絶縁破壊 (ｶ) 許容電流 (ﾖ) 続流継続 
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(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5)

ホ チ ハ カ ニ チ ヌ ル ロ ヨ ホ ニ ヘ リ ワ ハ ヌ ロ カ ト

(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5)

ヘ ホ リ ヨ ヲ ヘ ハ ワ チ ヲ ヌ ル リ ハ ホ ヲ チ ワ ロ ヌ

(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5)

ト ル イ ニ リ ヲ ト ワ リ ヨ チ ヨ ホ リ ロ リ イ ト ヲ カ

(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5)

リ カ ヌ ハ ロ ヨ ヘ イ カ ト ヌ ホ ワ イ ヲ

(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5)

ト ロ ハ ヌ ヨ ヌ ニ ヲ カ チ ロ チ ヨ カ ニ ワ ニ イ ホ ロ

(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5)

ト ヌ カ ハ ニ ヨ ヌ ル リ ロ ロ リ ニ ワ ホ ト ハ ル リ ヲ

(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5)

ヘ イ チ ヲ ル ヲ ト ヨ ヘ ル ホ ハ チ ヌ ニ ニ ヌ ロ リ ホ

(1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5) (1) (2) (3) (4) (5)

ヘ ワ ホ ヨ ト ヌ イ ヨ ル ハ ヘ リ イ ル ヲ
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